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　大阪大学は、感染症の脅威から人々の「いのち」と「暮らし」

を守ることを目指し、2021年4月に、感染症総合教育研究拠点

（Center for Infectious Disease Education and Research, 

CiDER）を設置しました。本拠点は、文系理系の枠を超えて大阪大

学の叡智を集結し、国内外の研究機関や産業界と連携しながら、科

学情報・公共政策部門、感染症・生体防御研究部門、人材育成部門

の3部門が連携し、新興・再興感染症の克服を目指しています。

　また、日本財団の理解とご支援を賜り、「日本財団・大阪大学感

染症対策プロジェクト」が、人類の脅威である感染症の基礎研究・

基盤研究の重要性のもとに、10年間のプロジェクトとしてスター

トしました。

　CiDER は、このプロジェクトの推進役（母体）となる組織で、西

尾総長のリーダーシップのもと、国内外の感染症研究と人材育成を

リードする拠点として、このプロジェクトに取り組んでいます。

　2022年度は、その基盤構築を着実に推進すべく、アクションプ

ランに基づきさまざまな取り組みを実施いたしました。そして、新

たに本拠点の Vision『感染症の脅威から「いのちと暮らし」を守る

ための総合知を形成する』と、Mission『感染症総合知のハブとなる』

を定め、人文学・社会科学分野と自然科学分野の研究者が一体となっ

てプロジェクトを推進しています。

　2023年度以降も、これまでの活動経験や成果などを活かしつつ

展開し、世界的な研究拠点の形成に向けて邁進いたします。
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大阪大学と公益財団法人日本財団は、「日本財団・大阪大学感染症対

策プロジェクト」を10年間実施します。本プロジェクト実施にあたり、日

本財団から本学に対し、総合研究開発拠点の整備費を含め、230億円

の助成が行われる予定です。

本プロジェクトは、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行

で明らかになった社会課題に対して、長期的視野に立ち、今後も起こり

得る感染症危機において、人々の「いのち」を守り、社会・経済活動を

維持するための感染症研究基盤を整備するものです。

大阪大学は、2021年4月に設置した感染症総合教育研究拠点を中

心に、研究型総合大学としての多様性を活かし、国内外の研究機関、産

業界とのオープンイノベーションを推進し、これらの社会課題解決に向け

て、科学的エビデンスに基づく情報の発信、感染症研究基盤の強化及び

感染症医療人材の育成等を行います。

目的
感染症による将来の脅威に備え、人々のいのちを守り、社会・経済活動の維持に貢献す
ることを目指して、感染症に関する研究、人材の育成、社会への情報発信及び研究成果
の社会実装を推進する。

課題1 社会・経済活動
の維持

アクションプラン1

情報発信・リテラシー向上

◎政策分析と提言、情報発信（日英）
◎オンライン情報配信（年12回）
◎公開市民講座（毎年）

課題 2 感染症の
予防と治療

アクションプラン 2

感染症研究基盤構築

◎ヒト生体防御システムの
　基本原理の解明
◎病原微生物に対する
　免疫応答機構の解明
◎病原微生物の基礎研究と
　その制御法の開発
◎感染症克服に向けた分野横断型
　研究（知のプラットフォーム：
　オール阪大研究）

課題 3
医療崩壊の阻止

アクションプラン 3

医療人材育成

◎医療従事者等1万人への
　教育訓練等
◎若手医師育成海外実習等（毎年）
◎感染・免疫国際フォーラム（毎年）
◎最先端免疫学国際シンポジウム
　（毎年）

科学的エビデンスに
基づいた
信頼性の高い情報発信

予防、診断、治療等の
迅速な開発と普及のための
基礎研究成果の創出

医療従事者等の
教育訓練や
感染症対策リーダー育成

感染症の脅威から
「いのちと暮らし」を守るための

総合知を形成する

感染症総合知のハブとなる

大阪大学は、個々人が社会で活躍できる寿命（社会寿命）を延伸させ、

個々人の多様性を活かすことによって、豊かで幸福な人生をすべての人が

享受できる社会の実現を目指しています。

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行により、テレビやイン

ターネットにおける真偽不明の情報の氾濫、それまで軽視されてきた感染

症の基礎研究、感染症の流行に弱い医療体制など、日本が抱える課題が浮

き彫りになりました。これらを教訓に、今回の国難を乗り越え、次なる感

染症の流行に備えるため、大阪大学は、大学の知や人材が結集する「感染

症総合教育研究拠点（Center for Infectious Disease Education and 

Research（CiDER））」を2021年4月に設置しました。

本拠点では、学内外、国内外の機関や産業界と連携し、感染症の脅威か

ら人々の「いのち」と「暮らし」を守ることを目指し、①科学的エビデン

スに基づく総合的な情報発信、②予防、診断、治療法等の総合的な研究、

③医療従事者への感染症対策に関する最新技術・知識の教育訓練、感染症

対策リーダーの育成に取り組んでいます。

本拠点では、研究型総合大学だからこその利点を十二分に活かし、人類

共通の課題である感染症の克服に貢献してまいります。

Vision

Mission

▎　　日本財団・大阪大学感染症対策プロジェクト　　　▎
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▎CiDERのアクションプランと2022年度活動実績　▎

アクションプラン 計　画 実　績（2023年3月末現在）

ΞΫγϣϯϓϥϯ̍
科学的エビデンスに
基づいた信頼性の
高い情報発信

情報発信の基盤となる拠点
ホームページを構築する

◆拠点ホームページを構築し、情報を日々更新した
（NEWS掲載97件）。

◆情報発信サイト「＋CiDER（プラスサイダー）」を開設し、
感染症等に関するわかりやすい動画や記事等を掲載し、
情報を発信した（動画30件、記事188件）。

中学生から社会人まで
幅広い層を対象とした感染症
リテラシー向上に資する
セミナーを開催する

◆CiDER研究者が講師となり、SpringXセミナー
「正しく学ぶ！感染症から『いのち』と『くらし』を守る
講座 season2」を毎月実施した。
合計11,889名が受講し、受講者満足度は99％であった。

感染症・免疫研究、
行動経済学、社会心理学、
数理分析、社会技術分野から
の研究成果を、政策評価・
提言として、市民に
分かりやすく伝える
（情報発信）

◆CiDERシンポジウムを２回開催した。
「わかりやすく学ぶ　感染症研究の最前線」（9/4）参加者：410
名（現地112名、オンライン298名）／受講者満足度：95.1％
「私たちのくらしとワクチン」（1/7）参加者：598名（現
地194名、オンライン404名）／受講者満足度：94.6％。

◆「大規模イベントの楽しみはどのように取り戻されてきた
か～2025年大阪・関西万博を見据えて～」を開催した。
（2/20）参加者：109名／受講者満足度：95％

ΞΫγϣϯϓϥϯ̎
予防、診断、治療等の
迅速な開発と
普及のための
基礎研究成果の創出

感染症および免疫学にかかる
研究成果の創出

◆学術論文の発表を41本、学会発表を国内25本、
海外7本行った。

研究成果を国内外へ発信する
ため、感染症学・免疫学に
関する国際シンポジウムを
開催し、国内外問わず、
著名な研究者や才能ある
若手研究者を招聘する

◆CiDER Seminar on Microbiology and Immunology
を5回開催した（4/5、6/9、10/24、12/19、2/24、
のべ344名参加）。

◆最先端の感染症・免疫研究をテーマとする
International Symposium on Microbiology and 
Immunology を共催した（2/3、135名参加）。

◆「あわじ感染と免疫国際フォーラム」を
共催した（9/7～9、のべ184名参加）。

分野横断型研究促進プロジェ
クトなどの新規事業を実施し、
開かれた研究拠点となるため
の基盤を確立させる

◆『部局横断型「感染症」研究促進プログラム』を
実施した（37課題採択）。

ΞΫγϣϯϓϥϯ̏
医療従事者等の
教育訓練や感染症対策
リーダー育成

感染症教育、感染制御教育、
検体検査教育のコンテンツを
充実させる

◆感染症対応医療に関する教育のためのコンテンツを
作成した（57本）。

◆受講管理システム「CiDER-EDU」の運用を５月から開始
した。登録者数：3,291名／全ページビュー141,568回

学外医療従事者に向けた
初期研修医教育プログラムを
実施する

◆CORE-ID 2022（初期臨床研修医向け感染症研修プログ
ラム）を開始した。受講者数：累計727名／大阪府下臨床
研修病院のうち37施設から参加

医療従事者、学生、市民らに
向けたセミナー等の実施
（感染症に関する知見の発信）

◆他機関や自治体等とも連携し、講習会・研修会・セミナーを
144回開催した（のべ27,000名が受講）。

ΞΫγϣϯϓϥϯ̐
異分野の専門家が集う
研究棟を整備

世界的建築家の参画による建
物の基本設計を策定する

◆基本計画を策定（４月）。デザインビルド（DB）業者を公
募入札により選定（８月）し、基本設計を策定（２月）した。

シンポジウム

国際連携 CiDER Discussion Paper／
CiDER Policy Discussion Paper

感染症教育研究棟整備事業

第２回 CiDER SYMPOSIUM
「わかりやすく学ぶ　感染症研究の最前線」
会場：千里ライフサイエンスセンター

第３回 CiDER SYMPOSIUM
（大阪大学シンポジウム）

「私たちのくらしとワクチン」
会場：大阪府立国際会議場

迅速に公表することで活発
な議論の喚起、学術論文
への政策評価や政策提言
などにつなげることを目指
し、 CiDER Discussion 
Paper (C iDER-DP)、
C i D E R  P o l i c y  
D i s cu s s i o n  Pape r  
(CiDER-PDP)を 制 度 化
し、公開しています。

第１部 講演会
「臨床現場における感染症対策」「感染症研究の最前線」
「感染症克服に向けた免疫研究」「社会心理学からみた感染症」
第２部 パネルディスカッション
「感染症対策と研究のこれまでを知り、これからを考える」

最先端研究の解説だけでなく、高校生
からの質問に答えるなど、双方向型の
シンポジウムを実施しました。

インドネシア・アイルランガ大学
熱帯感染症研究所との
包括連携協定を締結

2022年4月、アイルランガ大学
Institute of Tropical Disease 
（ITD） との間で、新興・再興感染
症に関する研究上の連携について
の包括連携協定を締結しました。

世界的建築家・
安藤忠雄氏に
よる感染症研
究棟の整備を

進めています。2023年度か
ら着工し、2025年2月竣工
の予定です。

「大規模イベントの楽しみは
どのように取り戻されてきたか
～2025年大阪・関西万博を見据えて～」

これまでの大規模集会での感染症
対策に関する実践例を共有すると
ともに、大阪・関西万博の準備に
向けて議論を展開しました。

第１部 講演会
「これまでの新型コロナウイルス感染症対策について」
「感染症ワクチンの効用と改善点」「ワクチンの効果評価～何人
の人が病気にならずに済んだのか？～」
第２部 パネルディスカッション「どうするワクチン接種？？」

市民の関心が高いワクチンをテーマとして、
各分野の専門家らが熱く議論を交わしました。

感染症総合教育研究棟（仮称）イメージグラフィックス
□ 基本デザイン・デザイン監修 ： 安藤忠雄建築研究所
□ 基本計画 ： 大阪大学、明豊ファシリティワークス株式会社
□ 設計・施工 ： 大成建設・日建設計特定建設工事共同企業体（デザインビルド） 

詳細はこちら 詳細はこちら

2022 UBC＆OU Virtual
Symposium on Infectious
Diseases and Drug
Development

大阪大学のグローバル・
ナレッジ・パートナーで
も あ るUniversity of 
B r i t i s h  C o l u m b i a
（UBC・カナダ）医学部と
感染症研究を推進するた
めの連携を進めています。

ハイブリッド

オンライン

オンライン

ハイブリッド

2022年
9月4日

2022年
4月 New

Now

2022年
10月14日

2023年
2月20日

2023年
1月7日

● ●  TOPICS  ● ●
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松浦  善治
特೚教त

拠点長

菊池　章
特೚教त

大竹  文雄
特೚教त

企画室長

金田  安史
共創担当理事

事業統括

感染症による将来の脅威に備え、人々の命
と暮らしを守るとともに、社会・経済活動の維
持に貢献することを目指して、感染症に関す
る研究、人材の育成、社会への情報発信及
び研究成果の社会実装を推進します。

副拠点長

科学情報・公共政策部門

感染症に対する
（科学的エビデンスに基づく）

社会への情報発信

人材育成部門

感染症に対する医療ै事者の
最新技術等習得支援及び

感染症対策リーダーの育成

感染症・生体防御研究部門

感染症に対する予防、診断、
治療等の感染症研究基盤

部門長

中野  貴志
核物理研究センター
教त

副部門長

三浦  麻子
人間科学研究科
教त

部門長

竹田  潔
医学系研究科
教त

副部門長

岡田  雅人
微生物病研究所
教त

部門長

森井  英一
医学系研究科
教त

副部門長

忽那  賢志
医学系研究科
教त

副部門長

岸本  充生
データビリティ
フロンティア機構
教त

人間科学ユニット

行動経済学ユニット

数理分析ユニット

社会技術ユニット

ヒト生体防御学チーム

生体応答学チーム

ウイルス制御学チーム

臨床生命工学チーム

検体解析人材チーム

感染制御人材チーム

医療情報人材チーム

▎　　組織図　　　▎
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大竹　文雄 ユニット長／特任教授（常勤）  
北村　周平 特任准教授（常勤）
佐々木　周作 特任准教授（常勤）

兼任

久保田　荘 連携研究員／早稲田大学 准教授
小林　慶一郎 連携研究員／慶應義塾大学 教授
筒井　義郎 連携研究員／京都文教大学 教授
仲田　泰祐 連携研究員／東京大学 准教授
服部　直樹 連携研究員／みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社 上席主任エコノミスト
藤井　大輔 連携研究員／東京大学 特任講師
山村　英司 連携研究員／西南学院大学 教授

人
間
科
学
ユ
ニ
ッ
ト

兼任

三浦　麻子 ユニット長／大学院人間科学研究科 教授
杉田　映理 大学院人間科学研究科 教授
村上　靖彦 大学院人間科学研究科 教授
平井　　啓 大学院人間科学研究科 准教授
八木橋　真央 特任助教（常勤）
大滝　涼子 特任研究員

兼任

小林　　潤 連携研究員／琉球大学 教授
小林　哲郎 連携研究員／香港城市大学 准教授
小林　智之 連携研究員／福島県立医科大学 助教
小森　政嗣 連携研究員／大阪電気通信大学 教授
佐久間　篤 連携研究員／東北大学 東北大学病院 助教
友川　　幸 連携研究員／連携研究員／信州大学 准教授
鳥海　不二夫 連携研究員／東京大学 教授
森井　大一 連携研究員／日本医師会総合政策研究機構 主任研究員

情
報
分
析
チ
ー
ム

ユ
ニ
ッ
ト

数
理
分
析

池田　陽一 ユニット長／教授
佐々木　健志 特任准教授（常勤）

兼任
中野　貴志 核物理研究センター 教授
山本　　仁 安全衛生管理部 教授

ユ
ニ
ッ
ト

社
会
技
術

村上　道夫 ユニット長／特任教授（常勤）
井出　和希 特任准教授（常勤）

兼任

岸本　充生 データビリティフロンティア機構 教授
岡根谷　実里 連携研究員／立命館大学 客員協力研究員
北島　正章 連携研究員／北海道大学 准教授
後藤　あや 連携研究員／福島県立医科大学 教授
山脇　功次 連携研究員／神戸教育短期大学 講師

広報・渉外
チーム

杉山　清寛 特任教授
兼任 宮田　俊男 共創機構 特任教授

科学情報・公共政策部門 志水　美佳 特任事務職員
中井　美恵 特任事務職員

氏　名 職　名

ヒ
ト
生
体
防
御
学
チ
ー
ム

Wing James Badger チーム長／准教授
Søndergaard 
Jonas Nørskov 特任助教（常勤）

Tulyeu Janyerkye 特任研究員（常勤）
石井　利佳 特任技術職員
小田　綾子 特任事務職員

兼任

岡田　随象 大学院医学系研究科 教授
熊ノ郷　淳 大学院医学系研究科 教授
竹田　　潔 大学院医学系研究科 教授
Standley Daron 微生物病研究所 教授
藤本　　学 大学院医学系研究科 教授
保仙　直毅 大学院医学系研究科 教授
坂口　志文 免疫学フロンティア研究センター 特任教授（常勤）
奥﨑　大介 免疫学フロンティア研究センター 特任准教授（常勤）
中村　昇太 微生物病研究所 特任准教授（常勤）
松本　寿健 医学部附属病院 特任助教（常勤）

生体応答学
チーム

伊勢　　渉 チーム長／教授
香山　雅子 准教授
森　　大輝 特任助教（常勤）
小池　拓矢 日本学術振興会 特別研究員

　▍科学情報・公共政策部門　部門長 中野　貴志

　▍感染症・生体防御研究部門　部門長 竹田　潔

構 成 員

拠点長　松浦　善治　／　副拠点長　大竹　文雄　／　拠点長補佐　木下　タロウ　
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氏　名 職　名

検体解析人材
チーム

濱口　重人 チーム長／寄附講座准教授
本山　雄一 寄附講座助教
片山　由美 特任研究員（常勤）
田中　有理子 特任研究員

兼任

井上　智子 大学院医学系研究科 教授
森井　英一 大学院医学系研究科 教授
渡部　健二 大学院医学系研究科 教授
中谷　大作 大学院医学系研究科 准教授
井上　典子 大学院薬学研究科 特任准教授（常勤）

感染制御人材
チーム

佐田　竜一 チーム長／寄附講座准教授
山本　舜悟 寄附講座准教授
山本　　剛 寄附講座講師
黒田　英介 寄附講座助教
大倉　亜貴子 特任研究員

兼任
忽那　賢志 大学院医学系研究科 教授
松尾　裕央 医学部附属病院 講師

医療情報人材
チーム

兼任 武田　理宏 チーム長／大学院医学系研究科 教授
真鍋　史朗 寄附講座准教授
和田　聖哉 寄附講座助教

兼任 岡田　佳築 医学部附属病院 准教授

人材育成部門 水引　恭子 特任事務職員
梶田　千晶 事務補佐員

　▍人材育成部門　部門長 森井　英一　

氏　名 職　名
兼任 堀田　智明 計算機室長／核物理研究センター 准教授

　▍計算機室

氏　名 職　名
菊池　　章 企画室長／特任教授（常勤）
細川　吉弥 特任准教授（常勤）
水野　祥子 特任学術政策研究員
西田　　彩 特任事務職員

　▍企画室

氏　名 職　名
増田　敏裕 事務室長／特任専門職員
中谷　伸二 室長補佐

総務担当
安田　　秀 専門職員
沖西　香苗 特任事務職員

会計担当
冨　　玲奈 専門職員
勝田　広美 特任事務職員

研究推進担当
塩谷　　崇 専門職員
畑中　英理子 特任事務職員

　▍事務室

氏　名 職　名

生
体
応
答
学
チ
ー
ム

川合　智愛 特任技術職員
岩谷　綱一 特任技術職員
源　　貴子 特任事務職員

兼任

荒瀬　　尚 免疫学フロンティア研究センター 教授
伊川　正人 微生物病研究所 教授
石井　　優 大学院生命機能研究科 教授
石谷　　太 微生物病研究所 教授
菊地　和也 大学院工学研究科 教授
鈴木　一博 免疫学フロンティア研究センター 教授
髙倉　伸幸 微生物病研究所 教授
谷口　正輝 産業科学研究所 教授
永井　健治 産業科学研究所 教授
長澤　丘司 大学院生命機能研究科 教授
中谷　和彦 産業科学研究所 教授
西野　邦彦 産業科学研究所 教授
原　　英二 微生物病研究所 教授
深瀬 　浩一 大学院理学研究科 教授
藤尾　　慈 大学院薬学研究科 教授
山﨑　　晶 微生物病研究所 教授
山本　雅裕 微生物病研究所 教授
吉森　　保 大学院生命機能研究科 教授
審良　静男 免疫学フロンティア研究センター特任教授（常勤）
黒﨑　知博 免疫学フロンティア研究センター特任教授（常勤）
坂野上　淳 免疫学フロンティア研究センター特任教授（常勤）
高木　昭彦 免疫学フロンティア研究センター特任教授（常勤）
長田　重一 免疫学フロンティア研究センター特任教授（常勤）
岸本　忠三 免疫学フロンティア研究センター特任教授
柳田　敏雄 大学院生命機能研究科 特任教授
岡田　欣晃 大学院薬学研究科 准教授
Nicholas Isaac Smith 先導的学際研究機構 准教授
Kang Sujin 免疫学フロンティア研究センター 寄附研究部門准教授
岡部　泰賢 免疫学フロンティア研究センター 特任准教授（常勤）

ウ
イ
ル
ス
制
御
学
チ
ー
ム

松浦　善治 チーム長／特任教授（常勤）
小野　慎子 特任准教授（常勤）
田鍬　修平 特任准教授（常勤）
上村　健太朗 特任助教（常勤）

兼任

飯田　哲也 微生物病研究所 教授
岩永　史朗 微生物病研究所 教授
岡田　雅人 微生物病研究所 教授
岡本　　徹 高等共創研究院 教授
織田　　順 大学院医学系研究科 教授
小林　　剛 微生物病研究所 教授
塩田　達雄 微生物病研究所 教授
下村　伊一郎 大学院医学系研究科 教授
高尾　敏文 蛋白質研究所 教授
堀口　安彦 微生物病研究所 教授
渡辺　登喜子 微生物病研究所 教授
中神　啓徳 大学院医学系研究科 寄附講座教授
吉岡　靖雄 先導的学際研究機構 特任教授（常勤）
笹井　美和 微生物病研究所 准教授
岩崎　正治 微生物病研究所 特任准教授（常勤）
蝦名　博貴 先導的学際研究機構 特任准教授（常勤）
中込　咲綾 微生物病研究所 特任准教授（常勤）
安齋　　樹 微生物病研究所 助教
平野　順紀 微生物病研究所 特任助教（常勤）

臨床生命工学
チーム  

位髙　啓史 チーム長／教授
申　　育實 特任研究員（常勤）

感
染
症
・
生
体
防
御
研
究
部
門

兼任

井上　　豪 大学院薬学研究科 教授
今田　勝巳 大学院理学研究科 教授
大久保　忠恭 大学院薬学研究科 教授
大政　健史 大学院工学研究科 教授
小比賀　聡 大学院薬学研究科 教授
小布施　力史 大学院理学研究科 教授
加藤　貴之　 蛋白質研究所 教授
川端　重忠 大学院歯学研究科 教授
河原　行郎 大学院医学系研究科 教授
栗栖　源嗣　 蛋白質研究所 教授
兒玉　了祐 レーザー科学研究所 教授
近藤　昌夫 大学院薬学研究科 教授
齊藤　達哉 大学院薬学研究科 教授
阪井　丘芳 大学院歯学研究科 教授
鈴木　孝禎 産業科学研究所 教授
高木　淳一　 蛋白質研究所 教授
辻川　和丈 大学院薬学研究科 教授
中川　敦史 蛋白質研究所 教授
野田　健司 大学院歯学研究科 教授
深川　竜郎 生命機能研究科 教授

氏　名 職　名

感
染
症
・
生
体
防
御
研
究
部
門

兼任

藤山　和仁 生物工学国際交流センター 教授
水口　賢司　 蛋白質研究所 教授
水口　裕之 大学院薬学研究科 教授
難波　啓一 大学院生命機能研究科 特任教授
王　　青波 大学院医学系研究科 准教授
岡島　俊英 産業科学研究所 准教授
岡橋　伸幸 大学院情報科学研究科 准教授
小倉　裕司 大学院医学系研究科 准教授
尾花　理徳 大学院薬学研究科 准教授
瀬尾　茂人 大学院情報科学研究科 准教授
武田　吉人 大学院医学系研究科 准教授
松岡　悠美 免疫学フロンティア研究センター 准教授
和田　　洋 産業科学研究所 准教授
宇佐美　悠　 大学院歯学研究科 講師
山岸　義晃 医学部附属病院 特任准教授（常勤）
西川　智之 大学院医学系研究科 特任講師（常勤）
大﨑　恵理子 大学院医学系研究科 助教
河原　一樹 大学院薬学研究科  助教
清水　健太郎 医学部附属病院  助教
杉原　文徳 微生物病研究所 助教
廣瀬　勝俊 大学院歯学研究科 助教
蛯原　　健 医学部附属病院 特任助教（常勤）
石川　昌和 免疫学フロンティア研究センター 特任研究員（常勤）
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パンデミックを引きおこすような新興感染症に対し

ては、疾患の予防、治療法を開発することと同時に、

感染症状況下でも社会・経済活動を衰退させず、維持・

発展させるための政策提言が必要です。そのためには、

医学、経済学、人間科学、倫理学、工学、数理科学、

リスク学などの専門家が集結し、自らの領域のみにと

どまらず、それぞれの分野での知見やデータを共有し

たうえで、総合的な判断を下すための議論を行い、そ

の判断に基づいて国民の生活、活動に対する提言を取

りまとめて発信できる機能が求められます。科学情報・

公共政策部門では、EBPM（証拠に基づく政策立案）を

具現化し、感染症の脅威から人々の「いのち」と「く

らし」を守るという共通の目標を達成するため4つのユ

ニットが、それぞれの専門性を活かした多様なアプロー

チで活動してきました。

まず、行動経済学ユニットは、感染予防行動促進メッ

セージおよび新型コロナワクチン接種促進メッセージ

の効果を検証する研究を行い学術論文として公刊しま

した。また、まん延防止等重点措置が感染者数に与え

た影響について研究しました。さらに、風しん抗体検

査の受検促進メッセージの効果検証をしました。

人間科学ユニットでは、政策提言の基盤となる知見

を提供すべく、感染禍の社会心理を経時的に捉えるパ

ネル調査、ともすれば差別・偏見の対象となる「ケア」

の現場の方々の声を精密に聴き取るエスノグラフィー、

子どもへのワクチン接種に際するコミュニケーション

の分析などを行いました。

数理分析ユニットでは、感染流行に関するリアルタ

イムの感染動向の分析と予測を行いました。また、ヒ

トからヒトへの感染メカニズムを考慮した「リンク切

れモデル」を構築し、2022年度の国内外の分析につい

ての論文を出版しました。さらに、リンク切れモデル

の数理側面に注目し、理論基盤を構築しました。

最後に社会技術ユニットでは、大規模集会における

リスク分析と社会実装を推進するとともに、CiDER主

催のシンポジウムを開催し、大規模集会の今後のあり

方を議論した他、新型コロナウイルス感染症や他の災

害によって生じる二次的な健康影響について解析しま

した。また、プレプリントをはじめとした学術出版や

プレスリリースに注目したプロジェクトを推進し、学

術集会や非専門家コミュニティ向けの場で成果発表や

意見交換を行いました。

以上の研究活動で得られた成果を、学術論文として

発表するとともに、毎月のSpringX 超学校講座で広く

一般向けに発信しました。

部門長　

中野  貴志 教授

　当部門は、行動公共政策チーム（行動経済学ユニット・人間科学ユニット）と

情報分析チーム（数理分析ユニット・社会技術ユニット）から構成され、組織や

分野の壁を超えて、リスク評価、政策評価に必要な情報を収集・分析し、エビデ

ンスに基づいた政策立案 Evidence Based Policy Making （EBPM） や情報発

信を行います。感染症に代表されるような、事前に予測することが困難な一方

で心身の健康を大きく損なう可能性のある諸問題 Unexpected Health Issues

（UHI）に文理融合で取り組み、UHI に対する社会のレジリエンスを高めます。

科学情報・公共政策部門
行動公共政策チーム
行動経済学ユニット
人間科学ユニット

情報分析チーム
数理分析ユニット
社会技術ユニット

Division of Scientific Information 
and Public Policy

部門長のコメント

Nakano Takashi
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行動公共政策チーム科学情報・公共政策部門

行動経済学ユニット

行動科学・経済学を感染症対策に活かす

ユニットの概要 行動経済学ユニットでは、私たちの心理的特性を経済学に組み入れた学問分野である行

動経済学とデータから因果関係を明らかにする因果推論の手法を用いて、感染対策の効

果検証を行っています。具体的には、感染予防行動やワクチン接種行動を促すような行

動経済学を応用したメッセージの開発とその効果検証、まん延防止等重点措置の効果検

証、緊急事態宣言や全国一斉臨時休校などの感染対策が教育や社会経済活動に与えた影

響について分析をしています。

ユニット長

大竹  文雄 特任教授（常勤）

スタッフ

1985年大阪大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。

大阪大学社会経済研究所教授、同大学院経済学研究科教授

などを経て、2021年4月より現職。博士（経済学）。専門

は行動経済学、労働経済学。日経・経済図書文化賞、サ

ントリー学芸賞、エコノミスト賞、日本経済学会・石川

賞、日本学士院賞受賞。Journal of Health Economics, 

Social Science & Medicine, Journal of Neurosci-

enceなど論文掲載。日本経済学会、行動経済学会元会長。

北村　周平　特任准教授（常勤）
佐々木周作　特任准教授（常勤）

Ohtake Fumio

▍2022年度の主な研究成果

風しんの抗体検査受検を促すナッジメッセージの開発

学校における衛生教育と
COVID-19下における手指衛生行動

　日本では風しんの集団免疫が達成されていません。1962 年度から 1978 

年度に生まれた男性は、定期接種の対象ではなかったこと、自然感染が多く

なかったことが理由で、風しんの抗体保有率が低いのです。このため、2019

年度からこの世代の男性を対象に抗体検査・ワクチン接種の無料クーポンが

自治体から送付されています。抗体検査の受検率を上げるために、行動経済

学を応用したメッセージを開発し、その効果検証を行いました。その結果、「あ

なたがきっかけで、妊婦さんが風しんに感染すると赤ちゃんが心疾患・白内障・

難聴をもって生まれる可能性があります」というメッセージが効果的でした。

また、対象年代の男性の55%は子どもの頃に、風しんのワクチン接種を受け

たと誤解していることも判明しました。その研究結果をもとに、啓発のため

のリーフレットとYouTube動画を制作しました。YouTube動画は好評で、

2023年3月31日時点で合計230万回視聴されています。

Kato, Sasaki, Ohtake, ‶Adding Nudge-based Reminders to Monetary 

Incentives for Promoting Rubella Antibody Testing and Vaccination,” 

Center for Infectious Disease Education and Research, Discussion 

Paper, DP003, 2022

　COVID-19のような危機に対するコミュニティの回復力を高め、市民の脆

弱性を最小化するために、社会的絆、他者への配慮に関する選好、および文

化的特性が果たす役割が重要です。しかし、そのような個人的嗜好や社会的

行動に関する文化的規範がどのような経路で形成されるのかについては、ほ

とんど知られていません。そこで、日本におけるパンデミック前、緊急事態

発生時、緊急事態解除後の手指衛生の自己管理について、小学校での手洗い

教育、幼少期における神社での手洗い経験、個人の互恵性に着目した研究を

行いました。その結果、これらの教育、経験、個人属性が、COVID-19下に

おいての手指衛生行動と相関していることを明らかにしました。

Lee, Sasaki, Kurokawa, and Ohtake ‶The school education, ritual 

customs, and reciprocity associated with self-regulating hand 

hygiene practices during COVID-19 in Japan,” BMC Public Health, 

2022

小学校での手洗い教育の
都道府県別経験者比率
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行動公共政策チーム科学情報・公共政策部門

人間科学ユニット

多様な視点から「人間」を捉え、
感染症対策に活かす

ユニットの概要 事前に予測することが困難な一方で心身の健康を大きく損なう可能性のある諸問題（UHI）

について、政策提言の基盤となる知見を提供すべく、特に社会の構成員たる「人間」に

注目して、量と質、全体と個という対照的な観点を相互補完的に組み合わせてアプロー

チしています。現在のプロジェクトは、UHIの社会的影響に関するソーシャルセンシン

グ、社会的な困難に直面した当事者や対人援助職を対象とするエスノグラフィー、未知

のリスクに関するヘルスコミュニケーションの理論と技法の開発、UHIへのレジリエン

スを高めるヘルスプロモーションです。

ユニット長

三浦  麻子 教授
（大学院人間科学研究科）

スタッフ

1995年大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程退学。

2002年大阪大学で博士（人間科学）を取得。関西学院大学

教授・大阪大学大学院基礎工学研究科特任教授（常勤）など

を経て、2019年から大阪大学大学院人間科学研究科教授。

専門は社会心理学。研究関心は、社会心理学を学び始めた

当初から一貫して、コミュニケーションやインタラクショ

ンが新しい「何か」を生み出すメカニズムを解明すること。

杉田　映理 教授（大学院人間科学研究科）

村上　靖彦 教授（大学院人間科学研究科）

平井　　啓 准教授（大学院人間科学研究科）

八木橋真央 特任助教（常勤）

Miura Asako 

社会心理の経時的センシング

「ケア」のエスノグラフィー

ヘルスプロモーション

　感染禍の社会心理を捉えるため、2020年1月末以来、日本国内

の経時変化を検討するための一般市民を対象とするパネル調査（2ヶ

月に1回）と国際的な見地から日本の特徴を知るための5ヶ国調査（1

年に1回）を継続して実施しています。2022年度はパネル調査デー

タを「回顧バイアス」という観点から分析し、感染禍に接した直後

（2020年1月）の心理を1年後に回顧させると、新型コロナウイル

ス流行に対する関心度も、感染に関する恐ろしさや未知性の認知も、いずれも大きく過小評価していること、また、

そのバイアスはその間の心理の揺れが小さい回答者の方が大きいことが分かりました。人は回顧バイアスから免れら

れません。だからこそ、本プロジェクトで感染禍当初からデータを取り続けたことは意義深いと考えています。

　2020年から実施した感染禍で大きな困難を強いられた社会的困窮層の聴き取り調

査のうち7名のデータを現象学的な質的研究の方法で分析して、単著『「ヤングケア

ラー」とは誰か』にまとめました。本人たちにとってはケア労働の負担ではなく家族

への心配が先にたつこと、さらに貧困や家族の逮捕など大きな逆境イベントではなく

孤立こそが子どもの負担となるがゆえに、中産階級の核家族の子どもがむしろ困難を

抱えていること、そして、相談窓口ではなく親子双方への伴走型の支援の必要性を示

しました。

　また、社会的養護で育つ子どもたちのためのライフストーリーワーク（親元で育つことができなかった子どもたちに、

親との交流の歴史を再構成して親子の関係を確認することで心理的な安定をはかる技法）の教材として、絵本『しりた

いなしりたいな』を作成しました。今後大阪府下を中心として児童養護施設等での子どもや職員との研修に活用します。

　COVID-19の影響を鑑みると学校保健の場でも手洗い教育などの感染症対策

にとどまらず、差別や包括的セクシュアリティ教育（月経教育を含む）の課題

に取り組む必要性が認識され、2022年度も広く学校保健に関連する課題の現

状把握と実践を行いました。国内では、日本全国のユネスコスクールに対して

オンライン・アンケートを実施して連携を図り、大分県・福岡県・長野県の学

校訪問調査や授業実践を行いました。COVID-19が言語的マイノリティ住民の

学校生活に与えた影響、日本の保健医療の多文化社会への対応に関する調査が

継続中です。また、海外の学校におけるCOVID-19への対応と学校保健政策の調査は、EduPortニッポンとして、フィ

リピン、インドネシア、グアム、パラオ、フィジー、トンガの専門家と、定期的にオンラインミーティングを持ちな

がら共同研究を実施。また、ラオス、ネパールの専門家とともに小中学生向けの保健教材の開発を行い、日本を含む

3か国において現場での実践をしました。

▍2022年度の主な研究成果
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情報分析チーム科学情報・公共政策部門

ユニットの概要 数理分析ユニットは、自然科学におけるミクロ（還元）とマクロ（創発）の両側面からの

アプローチにより、感染症のデータ分析、数理的理解およびモデルの構築を目指して研

究を推進しています。また、科学的 ·数学的根拠に基づく情報の分析および経済をはじ

めとした社会科学との統合を行い、施策の立案の根拠となるような正確な情報の発信を

行います。

ユニット長

池田  陽一 教授

スタッフ

国内外におけるCOVID-19の
感染抑制施策の評価と情報発信

感染症数理モデル（リンク切れモデル）の
理論的基盤に関する研究

世界のCOVID-19の感染者数の推移について、「リンク切れモ

デル」と「K値」を用いて系統的な分析を行い、感染拡大の初期

段階から収束に至る推移をリンク切れ確率を使って表現できるこ

とがわかりました。この手法を用いて台湾における感染者数推移

を分析することで、台湾における感染者の隔離（監視）措置が有

効に機能し、施策が行われていた期間中の感染者数を効率良く抑

え込んでいたことを明らかにしました。また、感染者の厳しい監

視に加えて都市封鎖も行われた上海についても分析を行い、都市

封鎖の前後でリンク切れ確率の変化が無く、厳しい監視下の台湾

の値と同等であったことから、感染者の厳しい監視体制の下での都市封鎖は過剰な施策であったことを明らかにしました。

これらの分析結果について、論文にまとめました。国内・国外での感染動向についても同様の手法で分析し、メルマ

ガでの日々の配信を行っています。また、SpringX 超学校「正しく学ぶ！ 感染症から「いのち」と「くらし」を守る

講座」Season2 第6回 にて、「COVID-19感染流行で見えてきた日本の感染対策の効果」のタイトルで講演しました。

　COVID-19の感染者数推移について、ミクロな感染メカニ

ズムを捉え、感染経路（リンク）が途切れた場合の波及効果

を考慮したリンク切れモデルを構築し、論文を出版しました

（Y. Ikeda, K. Sasaki, T. Nakano, “A new compartment 

model of COVID-19 transmission: The broken-link 

model” , Int. J. Environ. Res. Public Health 2022, 19

（11）, 6864.）。

　さらに、リンク切れモデルの理論的基盤を数学・物理学の側

面から構築しました。感染のリンク切れは、量子多体系に発現

する電荷に関するデバイ遮蔽と酷似したメカニズムと捉えるこ

とが可能であると理解されました。また、人々が異なるコミュ

ニティに属する効果まで含めて、リンク切れモデルで感染拡大

を記述できることが数学的に示されました。新しい感染症数理

モデルであるリンク切れモデルを用いると、従来の集団免疫理

論のしきい値が変更される必要性が生じます。集団免疫しきい

値の解明を新たな課題として取り組んでいます。

博士（理学）。2022年度より大阪大学感染症総合教育研究

拠点教授を務める。専門は理論核物理で、素粒子クォーク

の複合体に関する量子物性に興味を持つ。量子物理のアイ

デアがヒトからヒトへの感染メカニズムに適用できること

を見出し、感染症数理モデル「リンク切れモデル」を発案

した。量子物理を始めとする数理の考え方と技術を基軸とし、

自然科学と社会科学の融合を目指す。中野　貴志　教授（核物理研究センター）
佐々木健志　特任准教授（常勤）

Ikeda Yoichi

数理科学・物理学を
感染症流行メカニズム・施策評価に活かす

数理分析ユニット
▍2022年度の主な研究成果
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科学情報・公共政策部門

ユニットの概要 社会技術ユニットは、大規模集会の感染リスク分析、パンデミックや災害において間接

的に生じる健康リスク評価を課題解決志向的に行うとともに、ステークホルダーとの協

働に向けたリスクコミュニケーション方法の理論化を介して、研究成果の社会実装に取

り組みます。また、ニュース等の根拠となる研究成果について、学術出版の動向や人々

の認知 ·認識に目を向けます。これらの活動を通して、社会と関わりあう研究を展開す

るとともに、その成果を発信します。

ユニット長

村上  道夫 特任教授（常勤）

スタッフ

大規模集会における感染リスク、
二次的健康影響の分析と社会実装を推進

学術出版の動向と社会への影響の探索、
情報共有

　オミクロン株流行下における抗原定性検査の感度を明らかにし、スポー

ツ選手やスタッフらを対象にした検査体制における感染リスクの低減効

果と費用を分析しました。これらの知見をスポーツ関係者らにフィード

バックし、社会実装の事例を蓄積しました。加えて、東京2020オリン

ピック・パラリンピック選手村や下水処理場における下水疫学の実践事

例に基づいて、集水域の感染者の早期検知と感染者数推定の数理モデル

を開発しました。さらに、福島災害や新型コロナウイルス感染症流行後

における糖尿病や精神疾患といった心身の二次的健康影響の評価を実施

しました。

　シンポジウム「大規模イベントの楽しみはどのように取り戻されてき

たか～2025年大阪・関西万博を見据えて～」の企画立案と講演（2023

年2月20日実施）、SpringX 超学校CiDER×ナレッジキャピタルでの

講演、研究成果のプレスリリースなど、広く情報発信に努めました。

　プレプリントをはじめとした学術出版の動向については、第45回日

本分子生物学会年会（招待講演）等の複数の機会において情報共有を図

りました。その際、新型コロナウイルス感染症にまつわる事例を取り

入れました。加えて、学会と連携した質問紙調査を進めることで、研

究者の認識を明らかにすることを試みています。

　それだけでなく、SpringX 超学校CiDER（大阪大学感染症総合教育

研究拠点）×ナレッジキャピタルの枠組みを活用し、研究成果と社会

の接点のひとつであるプレスリリースについて話題提供を行いました。

非専門家（市民）も対象として情報を精査する際の基本を押さえる機会

として、根拠のみつけ方や科学の曖昧さにも触れながらオンライン講

座を展開しました。

　併せて、「薬局」という書誌媒体を活用し、私たちのいのちや暮らし

に関わる社会の動きをテーマとして専門職向けの解説記事の執筆も進

めました。

博士（工学）。東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻博

士課程修了後、科学技術振興機構研究員（東京農工大学）、

東京大学大学院工学系研究科リサーチフェロー、東京大学

総括プロジェクト機構「水の知」（サントリー）総括寄付講

座特任助教、同講座特任講師、東京大学生産技術研究所特

任講師、福島県立医科大学医学部健康リスクコミュニケー

ション学講座准教授を経て、2021年8月より大阪大学感染

症総合教育研究拠点特任教授（常勤）。2022年4月よりユ

ニット長。

岸本　充生　教授
（データビリティフロンティア機構）　　　　

井出　和希　特任准教授（常勤）

Murakami Michio

社会技術ユニット

科学と社会をつなぐための情報の分析と
実践的活動

大規模集会に関するシンポジウム

専門家、非専門家を対象とした情報共有
と対話の場の形成

情報分析チーム

▍2022年度の主な研究成果
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当部門では、ヒト生体防御学チーム（James Badger 

Wing准教授）、生体応答学チーム（伊勢渉教授）、ウイ

ルス制御学チーム（松浦善治特任教授）に加えて、ウ

イルス感染の防御を実践するmRNAワクチンの基盤研

究を行う臨床生命工学チームを2022年度に設置し、位

髙啓史先生を迎え入れました。そして、COVID-19の

パンデミック化に際し、感染症の根本的な克服に向け

た基礎研究を個人研究の枠を超えチーム研究として推

進するため2020年に有志で立ち上げた「チーム阪大研

究」のメンバー（兼任教員）と連携し、研究を進めて

います。

さらに「感染症」をキーワードに部局横断型の学際

的な共同研究を展開しました。「チーム阪大研究」は、

部局横断型の学際的な共同研究チームとともに月1回の

ミーティングを実施し、最新の感染症研究の成果を共

有し、議論を重ねてきました。また、CiDER Seminar 

on Microbiology and Immunologyと命名した研究セ

ミナーを伊勢渉教授がオーガナイズし、主にオンライ

ン開催を行ってきました。これらの活動により、感染

症の根本的な克服に向け、4つの研究チームを中心に、

有志で開始した「チーム阪大研究」を阪大あげての「オー

ル阪大研究」へと発展させていっています。そしてこ

の中から、COVID-19に関する意義ある基礎研究成果

をいくつも発信することができました。

部門長　

竹田  潔 教授

　感染症の予防・診断・治療法を開発するためには、病原微生物の特性を解明す

ることと、病原微生物に対する生体防御システムを解明することが必要です。当

部門は、感染症の根本的な克服に向けた基礎研究を推進します。特に、病原微生

物の特性の解明のみならず、ヒト生体防御システム、病原微生物に対する免疫応

答メカニズムの解明を目指します。そのため、微生物学研究者、生体防御学研究者、

臨床医学研究者などが結集し、分野横断型の総合的な基礎研究開発を推進します。

感染症・生体防御研究部門
ヒト生体防御学チーム

臨床生命工学チーム

生体応答学チーム

部門長のコメント

 Takeda Kiyoshi

ウイルス制御学チーム

Division of Microbiology and Immunology
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感染症・生体防御研究部門

チームの概要 ヒト生体防御学チームは、複雑な免疫機構を解明するためにマスサイトメトリーのよう

な1細胞解析技術にフォーカスして研究を行っています。この手法を用いて特に感染症

や自己免疫疾患等における抗体反応を制御することに取り組んでいます。

チーム長

James Badger Wing 准教授

スタッフ

▍2022年度の主な研究成果

COVID-19感染に対する免疫反応の性差

　COVID-19に対する抗体反応は、感染に対する防御の重要な部分

です。また、感染の結果に対する性差も報告されており、男性が病気

の危険因子であるとされています。しかし、このような感染症の発症

は、希少な細胞種が複雑に関与しているため、一般的な手法では解明

が困難であり、その理解は不完全なものでした。本研究では、新しい

単一細胞解析法を用いて、免疫系の希少細胞の状態を詳細に調べまし

た。その結果、COVID-19では、T濾胞制御細胞（Tfr）と呼ばれる抗

体産生を適切に制御する鍵となる細胞が、すべての患者で減少してい

ることを確認することができました。この傾向は女性患者に比べ、抗

体産生T細胞やB細胞の数が増加していることが確認された男性患者

でより強いことも確認されました。COVID-19における抗体産生を制

御する細胞間相互作用の理解が深まれば、この疾患を制御するための

新しい治療法の開発が可能になるかもしれません。さらに、男性患者

には強い抗体産生が見られるものの、制御不能であるという知見は、

COVID-19患者を男性と女性で異なる方法で治療しなければならない

ということを教えてくれるかもしれません。

Proc Natl Acad Sci U S A. 2023; 120 （4）, e2217902120. 

“A sex-biased imbalance between Tfr, Tph, and atypical B 

cells determines antibody responses in COVID-19 patients"

Jonas Nørskov Søndergaard, Janyerkye Tulyeu, Ryuya 

Edahiro, Yuya Shirai, Yuta Yamaguchi, Teruaki Murakami, 

Takayoshi Morita, Yasuhiro Kato, Haruhiko Hirata, Yoshito 

Takeda, Daisuke Okuzaki, Shimon Sakaguchi, Atsushi 

Kumanogoh, Yukinori Okada, and James Badger Wing. 

ＤＯＩ： https://doi.org/10.1073/pnas.2217902120

イギリス出身。キャリアのはじめの頃に感染症研究のトレー
ニングを受け、いかに免疫系が抗体反応を制御しているか
に興味を持ちました。抗体は感染症と闘う上ではとても重
要ですが、一方で自己免疫疾患も引き起こします。自己免
疫をコントロールする上で重要な役割を担う制御性T細胞
を発見した坂口志文教授（現大阪大学免疫学フロンティア
研究センター　特任教授）の研究室に10年前に移り、坂口
教授の指導のもと、新しい制御性T細胞である濾胞性制御
性T細胞に着目し研究を行ってきました。この濾胞性制御
性T細胞は抗体の働きを制御し、ワクチンの反応やウイル
ス感染に重要な働きを担っていると考えられます。最近、
幸いにも新たに研究室を立ち上げることができ、マスサイ
トメトリーという何百万という免疫細胞を詳細に解析でき
る手法を用いて研究を行っています。研究室メンバー全員
で一丸となってこの新しい手法を用いて感染症との闘いに
取り組んでいます。

Jonas Nørskov
SØNDERGAARD 特任助教（常勤）

Janyerkye Tulyeu 特任研究員（常勤）

石井 利佳 特任技術職員

Laura Barbieri 招へい研究員

ヒト生体防御学チーム

Focus on the details, that’s where we find the truth.
細部にフォーカスせよ、そこに真実がある

COVID-19 感染時の抗体産生を抑制または促進
する細胞の性差による不均衡。T濾胞制御細胞
（Tfr）は抗体産生を抑制。T末梢性ヘルパー細
胞（Tph）は非定型B細胞を刺激し、抗体産生
形質細胞を形成する。
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チーム長

伊勢     渉 教授

長期生存プラズマ細胞の同定

ワクチンで誘導される中和抗体は、ウイルス感染からの防御に必須

の働きをします。抗体の半減期は数日から数週間ですが、感染・ワク

チン接種後に抗体応答は数か月から数年、時に数十年に渡って持続し

ます。これはリンパ組織で誕生したプラズマ細胞の一部が骨髄に移動し、

長期に渡って生存するからだと考えられています。しかし、これまで

プラズマ細胞の生存を追跡可能な実験系が存在しなかったために、プ

ラズマ細胞の生存制御に関する研究は進展していませんでした。私達

の研究グループでは、マウスのプラズマ細胞を誘導性に蛍光色素でラ

ベルできる実験系を開発し、プラズマ細胞の生存を1年に渡って追跡し

ました。誕生してすぐのプラズマ細胞はB220hiMHC-IIhi という表現型

を示し、大部分は死滅してしまうのに対し、その一部はB220loMHC-

IIlo という表現型に変化し、長寿命を獲得することが明らかになりまし

た（図1）。さらにこのB220loMHC-IIlo という長寿命プラズマ細胞は、

骨髄内で静止した状態で生存していることも明らかになりました（図2）。

本研究により長寿命プラズマ細胞を分離して、その誘導メカニズムを

詳細に解き明かすことが可能となりました。

【 発表論文 】

Koike T, Fujii K, Kometani K, Butler NS, Funakoshi K, Yari 

S, Kikuta J, Ishii M, Kurosaki T, Ise W. Progressive differen-

tiation toward the long-lived plasma cell compartment in the 

bone marrow. J Exp Med. 2023 Feb 6;220（2）:e20221717.

doi: 10.1084/jem.20221717.

東京大学大学院農学生命科学研究科博士課程修了（農学博

士）。2000年東京大学大学院農学生命科学研究科助手、

2004 年 Howard Hughes Medical Institute, Depart-

ment of Pathology and Immunology, Washington 

University in St. Louis, Research Associate。 2011

年大阪大学免疫学フロンティア研究センター特任准教授、

2021年大阪大学感染症総合教育研究拠点教授。

Ise Wataru

スタッフ

香山　雅子　准教授
森　　大輝　特任助教（常勤）
小池　拓矢　日本学術振興会特別研究員
川合　智愛　特任技術職員
岩谷　綱一　特任技術職員

感染症・生体防御研究部門 生体応答学チーム

チームの概要 新型コロナウイルスパンデミックで再認識されたように、ウイルス感染に対する生体防

御においては、ウイルス特異的な記憶免疫応答の誘導が不可欠です。特に変異ウイルス

にも対応可能な記憶T細胞、B細胞の誘導、そして中和抗体産生の持続化が鍵となります。

私達は、インフルエンザウイルスやSARS-CoV-2感染に対する記憶免疫応答誘導の分

子メカニズムを解析し、ワクチン開発に役立てることを目指しています。またウイルス

感染で誘導される組織損傷の免疫細胞による修復メカニズムを理解することで、感染治

療薬の開発も目指しています。

ウイルス感染に対する生体応答を理解し、
感染防御に役立てる

▍2022年度の主な研究成果

図1　プラズマ細胞の表現型の変化
骨髄に流入直後のプラズマ細胞はB220hiMHC-
IIhi だが、生存時間が長くなるとB220loMHC-
IIlo へと表現型が変化する

図2　骨髄プラズマ細胞の挙動の変化
骨髄に流入直後のプラズマ細胞は動いている
が、長寿命プラズマ細胞は静止している
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チーム長

松浦  善治 特任教授（常勤）

スタッフ

フラビウイルスの非構造蛋白質NS1は
ウイルスゲノム複製と粒子産生に関与する
　ウイルス制御学グループでは、微生物病研究所発癌制御研究

分野の岡田雅人教授、北海道大学大学院医学研究院の福原崇介

教授らとの共同研究により、フラビウイルスの非構造タンパク

質NS1がウイルスの粒子産生に関与することを世界で初めて

明らかにしました。本研究グループは、NS1の粒子産生に関

与する機能ドメインをバイオインフォマティクスの手法で予測

し、生化学およびウイルス学的手法によって、NS1の異なる

多量体がゲノム複製と粒子産生に関与することを明らかにしま

した。

【 研究成果のポイント 】

●これまで全く不明であったフラビウイルスの粒子産生機構を、

ウイルス学、生化学、バイオインフォマティクス等の手法で

解析しました。

●フラビウイルスのゲノム複製と粒子産生に、非構造タンパク質NS1の異なる多量体が関与することを初めて明らかにし

ました。

●フラビウイルスは50種以上あり、節足動物によって媒介されます。そのため、フラビウイルス感染症は媒介動物の生息

地域で流行を繰り返しており、日本でもデング熱やダニ媒介性脳炎の発生が報告されています。

●フラビウイルス感染症の中には、ワクチンや抗ウイルス薬もない重要な疾病（ジカ熱など）が含まれます。

●本研究によってフラビウイルスの感染環におけるNS1の役割の一端が解明され、フラビウイルス感染症に対する新規薬

剤の開発に繋がることが期待されます。

　ジカ熱、デング熱、ダニ媒介性脳炎等のフラビウイルス感染症の征圧には、有効なワクチンや抗ウイルス薬の開発が必

要です。本研究によってフラビウイルスの感染性粒子の産生機構におけるNSの機能の一端が明らかとなり、これを標的

とした新規抗ウイルス薬の開発が期待されます。

本研究成果は、米国科学誌「PLOS Pathogens」オンライン版に6月3日（日本時間）に公開されました（doi：10.1371/

journal.ppat.1010593）。

タイトル：“Secretory glycoprotein NS1 plays a crucial role in the particle formation of flaviviruses”

著 者 名：Tomokazu Tamura, Shiho Torii, Kentaro Kajiwara, Itsuki Anzai, Yoichiro Fujioka, Kisho Noda, 

Shuhei Taguwa, Yuhei Morioka, Rigel Suzuki, Yuzy Fauzyah, Chikako Ono, Yusuke Ohba, Masato 

Okada, Takasuke Fukuhara, Yoshiharu Matsuura

北海道大学獣医学部大学院修了 (獣医学博士 )。第一製薬中

央研究所研究員、オックスフォード大学NERCウイルス研

究所ポスドク、国立感染症研究所ウイルス第二部肝炎ウイ

ルス室長を経て、2000年より大阪大学微生物病研究所教

授、2015年 ‒2019年同所長。2021年大阪大学感染症総

合教育研究拠点（CiDER）拠点長（微生物病研究所特任教授

兼任）。

小野　慎子　特任准教授（常勤）
田鍬　修平　特任准教授（常勤）
中込　咲綾　特任准教授（常勤）
（微生物病研究所）

上村健太朗　特任助教（常勤）

Matsuura Yoshiharu
Matsuura Yoshiharu

感染症・生体防御研究部門 ウイルス制御学チーム

チームの概要 ヒトの活動範囲が急拡大する現代社会では、新興・再興感染症が幾度となく発生し、社

会や経済に大きなダメージを与えています。しかし新型コロナウイルスのパンデミック

でも明らかな様に、新興・再興感染症の出現予測は難しく、制御法の開発は後手に回ら

ざるを得ません。ウイルス制御学グループでは、ウイルス感染症の病原性発現に関与す

る生体メカニズムの全貌解明を目指し研究をすすめています。得られた研究成果をもとに、

ウイルス感染症の治療薬や予防法を開発し、ヒトに病原性を示すウイルス感染症の制圧

を目指します。

ウイルスと生きる

▍2022年度の主な研究成果
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チーム長

位髙  啓史 教授

新たなパンデミックにも対応可能な
ワクチン開発・感染症研究の推進を目指す
　これまで脳神経系の難治疾患治療、骨軟骨の再生医療分野を中心に、多くの疾患治療に対するmRNA医薬の可能性

を追求してきました。特に軟骨変性疾患に対するmRNA医薬は、本邦初の治療用mRNA医薬品実用化に向けて、臨床

試験実施の準備が進められています。　

　今後は、これらmRNA創薬の経験・知見を元に、免疫学・感染症学専門の先生方と協力して、新たなパンデミック

にも対応可能なワクチン開発・感染症研究を推進します。 

東京大学医学部卒業後、整形外科医師として三井記念病院

などで勤務。1997年東京大学医学部附属病院助手など勤

めたのち、1999 年東京大学大学院医学系研究科進学、東

京大学工学部との共同でDDSの研究を開始。2003年博

士学位取得後、東京大学大学院医学系研究科特任講師、准

教授として、DDS、遺伝子治療、核酸医薬（mRNA医薬）

の研究に従事。2006年米国ハーバード大学マサチュー

セッツ総合病院客員研究員（兼任）として光工学技術を研

究。2017年4月より東京医科歯科大学生体材料工学研究所

教授。2022年8月より大阪大学感染症総合教育研究拠点

（CiDER）教授（兼任）。

Itaka KeijiItaka Keiji

感染症・生体防御研究部門 臨床生命工学チーム

チームの概要 mRNAは新型コロナウイルスワクチンとして初めて実用化された新しい創薬モダリティ

です。標的細胞を選ばず、どのようなタンパク質でも産生させることが可能で、新興感

染症に対する迅速なワクチン開発、がん免疫療法へ応用する個別化ワクチン、生体内の

細胞を直接機能制御することによる疾患予防・治療など、多くの展開が期待されていま

す。本研究室では、機能化mRNA設計、DDS開発、薬効メカニズム解析まで幅広くテー

マ設定し、人々のQOL向上に貢献するmRNA創薬を進めて行きます。

いよいよ本格化するmRNA創薬

▍2022年度の主な研究成果

スタッフ

申　　育實 特任研究員（常勤）

臨床生命工学チーム
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プロジェクトの概要 2020年7月、新型コロナウイルス感染症に対する研究開発を、大阪大学の分野・組織

を超えて推進する「チーム阪大 Project」が立ち上がりました。2022年度からは、部

局の枠を越えて新しい基礎研究領域の創成が期待される異分野融合研究（「オール阪大

研究」）を推進するために、『CiDER部局横断型「感染症」研究促進プログラム』とし

て学内に広く公募し、37課題を採択しました。2023年度には、人文社会科学分野の

研究も広く募集し、自然科学分野との融合研究をより一層促進することで、CiDERの

Visionである『感染症の脅威から「いのちと暮らし」を守るための総合知を形成する』

ことを目指します。

▍2022年度の主な研究成果

3回目のワクチン接種により
オミクロン株中和抗体が産生される仕組み

免疫疾患における新型コロナワクチン効果の持続性

これまで、COVID-19 mRNAワクチン 2回の接種で誘導される抗

体は、オミクロン変異株に対してほとんど中和活性をもたない一方

で、3回目接種で誘導される抗体は強い中和活性を示すことが知ら

れていましたが、その原因は不明でした。本研究では、ワクチン接

種者のB細胞を解析した結果、3回目接種前の記憶B細胞はウイル

ス抗原への親和性が向上しているだけでなく、抗原を認識している

場所（エピトープ）も変化しており、3回目接種時にこの記憶B細

胞がオミクロン変異株も中和できる抗体を産生していることを突き止めました。これにより、今後のワクチンデザインのた

めの基盤となることが期待されます。

（研究代表者　黒﨑知博（免疫学フロンティア研究センター）、Inoue T, et al. Journal of Experimental Medicine. 

2022.）

自己免疫疾患の患者は COVID-19 の高いリスクにさらされますが、

ワクチンの有効性に対する免疫抑制の中期的な影響は不明でした。

本研究では、自己免疫疾患患者におけるCOVID-19のワクチン接

種後の抗体価を解析し、いくつかの免疫抑制治療がウイルスに対す

る中和抗体を弱めることを明らかにしました。これにより、患者さ

んごとの特徴に応じてワクチン投与方針を検討できることが期待さ

れます。

（研究代表者　熊ノ郷淳（医学系研究科）、Yamaguchi Y, et al. 

The Lancet Regional Health ‒ Western Pacific. 2022.）

COVID-19の重症化を予測する3つの血中蛋白質

－薬剤耐性菌パンデミックの回避に向けた新薬開発へ－
細菌の薬剤排出ポンプにおける阻害剤結合部位の特性を解明

血管透過性を抑制することで
病原体を選ばない重症感染症治療薬の開発へ

COVID-19は症状が様々であり、一部の人は重症化し人工呼吸器や

ECMOの治療が必要となります。この重症化する人を早期に見つけ出

し、適切な医療機関で治療を行うことが肝要と考えられますが、どの

様な人が重症化するかは明らかにされていません。本研究では、米国

と本邦のCOVID-19患者の血液中の様々な蛋白質を解析し、WFDC2、

CHI3L1、KRT19、GDF15の4種類の蛋白質が重症例で有意に上昇し

ていることを明らかにしました。さらにWFDC2、CHI3L1、KRT19

の3種類の蛋白質の測定値を用いて、死亡率の高い集団を同定すること

ができました。これにより、COVID-19の重症化を早期に予測する診断キットの開発応用が期待されます。

（研究代表者　小倉裕司（医学系研究科）、Ebihara T, et al. Journal of Clinical Immunology. 2022.）

これまでに本研究者らは、細菌に存在する薬剤排出ポンプが、

細菌の薬剤耐性化に大きく寄与していることを解明してきまし

たが、薬剤排出ポンプ阻害剤は未だ実用化されておらず、阻害

剤結合部位の特性も不明でした。本研究では、人工的にアミノ

酸を変異させた多数の変異型ポンプの解析により、阻害剤が結

合するためには、阻害剤結合部位の上部・中部・下部それぞれ

の空間的スペースが重要であることを明らかにしました。実際に本研究者らは、本研究成果をもとに新規阻害剤の開

発も進めており、早期実用化が期待されます。これにより、将来予測される多剤耐性菌感染症増加に対しても、有効

な新薬の開発が期待されます。

（研究代表者　西野邦彦（産業科学研究所）、Yamasaki S, et al. Antimicrobial Agents and Chemotherapy. 

2022.）

これまで、病原体、免疫細胞、炎症性サイトカインを標的とする優れた

重症感染症の治療薬が開発されてきましたが、これらを用いてもなお死

亡率の低減が難しいことが問題となっていました。本研究では、既存薬

が標的としてこなかった、重症感染症における「血管透過性の亢進」の

プロセスに着目し、血管透過性を抑制する機能を持つRobo4遺伝子の

発現量を増やすことで重症感染症の治療ができる可能性を見出しました。

本研究で提案する血管を標的とする治療薬は、理論上、病原体を選ばな

い作用機序のため、今後出現する新しい重症感染症の予防・治療薬の開

発と、死亡率低減に貢献することが期待されます。

（研究代表者　岡田欣晃（薬学研究科）、Morita M, et al. Proceedings 

of the National Academy of Sciences. 2023.）
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当部門の目的は、医療従事者やこれから医療従事者に

なる人々に対して、感染症の基礎知識、感染対策や検

査に関する技術や知識を教育し、将来の感染症対策リー

ダーや新たな検査技術を開発する人材を育成すること

です。この目的を達成するためには、教育コンテンツ

の充実とともに、受講記録をとることで受講者自身の

受講管理や利便性に役立つシステムを開発することが

重要です。そのため、2021年度にテストランを行った

受講管理システムの実装に2022年度は力を注ぎました。

教育コンテンツを新たに57個作成し、受講管理システ

ムの登録者数は3,220名に達しています。臨床研修医

向け感染症研修プログラムも開始し、2022年5月より

毎月配信しています。12月公開した第8回コンテンツ

までを視聴完了したユーザーは76名です。この他、部

門担当教員が医療従事者以外の一般向けに感染症制御

啓発動画を配信しており、合計の視聴回数は475,656

回となっています。

医療従事者を目指す学生教育も感染症人材育成の大

きなミッションです。2021年度に保健学科で臨床検査

技師を目指す学生に対して行った講義を引き続き実施

するとともに、2022年度にはより幅広く、医学生、歯

学生、薬学生や看護師、診療放射線技師を目指す学生

に対する教育も開始し、合計53コマの講義を行いました。

臨床情報が紐付けされる検体を管理するシステムを

導入することも当部門の事業として計画しています。

2021年度は計画立案を行い、まずはスモールスタート

として病理検体の一部を管理することを2022年度に実

施しました。その結果、臨床情報と紐付けされた凍結

検体と組織ブロックを115件管理することができており、

2023年度にはさらに管理数を増やすことで生じる問題

点を抽出、解決する予定です。2021年度の感染症拡大

時に行った地域医療機関や療養機関へ感染制御応援も

当部門で引き続き2022年度も行いました。これらの活

動を通して、感染症に強い社会の構築に貢献したいと

考えています。

部門長　

森井  英一 教授
当部門は、感染症に関して、医療従事者やこれから医療従事者になる人々に対

して、感染症対策や検査に関する最新の技術、知識を教育し、将来の感染症対策

リーダーや新たな検査技術を開発する人材を育成する部門です。感染症対策の現

場や検査の現場に即した内容、これからの現場に求められる技術など様々な教育

コンテンツを準備して多様な人材育成を行います。また、今後必要とされる医療

ニーズに迅速かつ柔軟に対応し、その時々に求められる医療人材育成教育を行い

ます。

人材育成部門

Division of Fostering Required Medical 
Human Resources

部門長のコメント

Morii Eiichi

検体解析人材チーム 感染制御人材チーム 医療情報人材チーム
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本山　雄一　寄附講座助教
（大学院医学系研究科）

片山　由美　特任研究員（常勤）
（大学院医学系研究科）

田中有理子　特任研究員
（大学院医学系研究科）

チーム長

濱口  重人 寄附講座准教授　
（大学院医学系研究科）

自治医科大学医学部卒業。へき地医療に従事したのちに大

阪大学医学部附属病院感染制御部にて感染症 ·感染制御の

臨床と研究を行っている。主な研究テーマは肺炎球菌や薬

剤耐性菌による肺炎及び伝播様式の機序解明、病原体新規

検出系の確立。

Hamaguchi Shigeto 
Hamaguchi Shigeto 

人材育成部門

チームの概要 感染症対策のうち、検体採取、検査などの技術は日進月歩で、現場に新たな医療機器、

医療技術が日々投入されています。このような中、最新の検体採取法や検査法、解析法

の開発、普及を通し、新たな検体採取法、検査法、検体解析システムを構築できる人材

を育成し、国内、国外を問わず医療教育のハブとなることを目指します。

スタッフ

検査、 育成、革新検体解析人材チーム

感染症にかかる検体管理システムの構築

教育コンテンツの作成

医療者を対象としたイベント実施

新規病原体検出法の開発

　当部門は大阪大学医学部附属病院病理部と共同して、感染症にかかる臨床検体の収集、検体管理システムの構築を行っ

ています。現在までに大腸腫瘍や子宮腫瘍、病原体を含む肺組織などの計113臨床検体を収集しています。これらを

用いて、検体管理プログラムの実運用での検証を行っています。

　人材育成部門として総力を挙げて教育コンテンツの作成に取り組んでいます。検体解析人材チームは、CORE-ID

の各動画作成、編集を行っています。また、検体解析人材チーム構成員によるコンテンツも4本行っており、コンテ

ンツ収録から編集、アップロード、視聴状況の解析まで全てを当部門で完結できるシステムを構築しています。

　2023年2月19日に「臨床検査技師のための感染症・微生物学セミナー」を実施し、

76名の臨床検査技師への講演、演習を通して臨床微生物学に対する教育を行っています。

　当部門は産業科学研究所の谷口教授と共同し、病原

体粒子一つ一つを電気的に検出して識別する革新的技

術を開発することにより、新型コロナウイルス患者の

唾液検体を用いて高精度検査法を確立しました。この

技術により、臨床現場での即時診断やスクリーニング検査の簡便化が期待されます。本研究成果は、英国科学誌「Nature 

Communications」に掲載されています。

　ウイルス粒子一つずつを電流で計測できるナノポアと、その電流波形を学習するAIを融合させ、高速・高精度に識

別するAIナノポア技術を開発しました。AIナノポアにより、培養された新型コロナウイルスとインフルエンザウイ

ルスA型で感度90%、特異度96%と高精度な識別にも成功しました。本検出法を用いて、本年度はグラム陽性菌、

陰性菌それぞれの細菌の識別にも挑戦しており、臨床検体での検出まで視野において開発中です。AIナノポアは異な

る病原体をAI学習することで新規の病原体検出法も迅速に構築することが可能であり、今後起こりうる新興感染症に

素早く対応できるものと考えています。

▍2022年度の主な研究成果
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山本　舜悟　寄附講座准教授
（大学院医学系研究科）

山本　　剛　寄附講座講師
（大学院医学系研究科）

黒田　英介　寄附講座助教
（大学院医学系研究科）

大倉　亜貴子　特任研究員（大学院医学系研究科）

チーム長

佐田  竜一 寄附講座准教授　
（大学院医学系研究科）

近年、薬剤耐性菌の増加により抗菌薬適正使用の重要性が

増しており、感染症専門医の需要は高まっています。 また、

COVID-19の流行下では、病院内の診療のリーダーとなる

べき感染症専門医が不在であった医療機関も多く、感染症

専門医の育成は喫緊の課題であり、感染管理看護師、細菌

検査技師、薬剤師など感染症診療・感染対策に従事する医

療従事者がこれまでになく求められている時代となってい

ます。 当チームは次世代の感染症診療・感染対策のリーダー

となる人材の育成を行い、地域、日本、そして世界の感染

症対策に貢献してまいります。

Sada RyuichiSada Ryuichi

人材育成部門

チームの概要 感染症対策、感染制御を専門とする人材は不足しており、将来の感染症対策のリーダー

の育成に繋げることが急務となっています。また医療従事者のみならず市民の皆様にも

感染症対策を知っていただくことは重要です。当チームは、感染症対策に貢献する医師、

薬剤師、コメディカルの育成と、市民の皆様への感染症の啓発を目指します。

スタッフ

地域に根ざし、世界に貢献する人材を感染制御人材チーム

感染症の教育の実践

online/onsiteに関わらず、様々な学習者を対象に感染症関連の教育を提供しました。

【 1 】CiDER主催イベント：感染症診療の基盤構築、感染症医を目指す臨床医の育成などを目標に、下記のセミナー

等を開催し、それぞれ多数の参加者に教育を提供しました。

CiDER主催イベントの詳細
日付 名称 目的

2022.7.31 大阪感染症サマーセミナー2022 関西の感染症医を志望する臨床医の育成と人的交流

2022.9.17 IDATENインタラクティブケース
カンファレンス 実践に基づく感染症診療に関わる教育提供

2022.12.10 IDATENオンラインセミナー 感染症診療の基礎的教育の提供

2023.1.28 IDATENクリニカルカンファレンス 感染症診療の実践に基づく教育提供

2023.2.25 感染症医のためのキャリアプランセミナー 感染症医を目指す医師への将来のキャリアプラン提示

【 2 】医療者のための感染症関連教育コンテンツ作成

　　  ●CiDER-EDU：感染症診療に関する正しい知識を学ぶ、教育コンテンツ配信プラッ

トフォームとしてCiDER-EDUを構築しました。我々チームは6コ

マの動画を提供しました。

　　  ●くつ塾：感染症関連の症例報告のための知識を提供するレクチャーを2つ提供しま

した。

　　  ●単発動画：CiDER-EDUに未登録でも参加可能なレクチャーを9コマ提供しました。

【 3 】一般の方のための教育コンテンツ作成：主にYoutubeやCareNet などのプラット

フォームを用いて、感染症関連情報を一般の方に提供できるコンテンツを作成しました。

　　  ●くつ王サイダー：https://www.youtube.com/@kutsuoh_cider

　　  ● FNNプライムオンライン

　　　　「名医のいる相談室」敗血症の早期診断・早期治療

　　　　https://www.youtube.com/watch?v=q3480wuNEsA&t=297s

　　  ●CareNeTV「ディジーズ・バー2」 

　　　　https：//carenetv.carenet.com/series.php/series_id=474

【 4 】学生対象学内講義：大阪大学の学生を対象に、感染症関連講義を計49コマ行いました。

【 5 】院内外講義：研修医を対象とした感染症セミナーを開催しました。

　　  ●大阪大学医学部附属病院の初期研修医を対象に「抗菌薬セミナ―」と題して講義を9コマ行いました。

　　  ●公益財団法人天理よろづ相談所病院の初期研修医を対象にTenri Infectious diseases Seminar （TENIS）

と題して講義を20コマ行いました。

【 6 】タイ・ミャンマー国境における現地で学ぶ熱帯感染症医師研修の実施再開に向けた現地視察を行いました。

▍2022年度の主な研究成果
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▍2022年度の主な研究成果

感染症教育コンテンツ配信
プラットフォームの整備

検体管理プログラムの検証

2022年4月から配信プラットフォーム「CiDER-EDU」

の運用を開始し、2023年2月までに登録アカウント数は

3,200を超えました。医療人材育成のための教育コンテン

ツを57件公開し、延べ2万7千ユーザーのアクセスがありま

した。CiDER-EDUには医師だけでなく、薬剤師、臨床検

査技師、看護師など多職種が登録しており、医療従事者全

体での感染症知識の向上と、将来の感染症対策を担う人材

の育成に貢献しています。

病理検体を用いて、検体管理プログラムの医療情報紐づ

けに関する実証実験を行いました。医療情報との紐づけは、 

質の高い治験及び臨床研究の推進を図ることを目的とした、

関西圏を中心としたネットワークである、 OCRネット（大

阪臨床研究ネットワーク）において導入されている、臨床

データ収集システム （CDCS：Clinical Data Collecting 

System）と連携した検体管理プログラム（サンプル情報管

理システム）を構築し、検証しました。 本システムでは、

同一の被験者 ID が、データセンターに集約されたCDCS

内の医療情報と、収集された検体の ID（臨床サンプル ID）

に紐づく形になるため、医療情報とサンプル情報の一元管

理が可能になることが期待できます。

検証では病理検体（感染症含む）でそれらの採取部位や組

織診断名を電子カルテ端末から個別に登録して検体と臨床

情報の紐づけを行い、検体管理プログラムから一覧表示出

来ることを確認しました。2022年度で計113検体を登録

しました。今回の実証実験を通じて登録作業の課題を明確

にし、来年度に登録検体種類の拡大を目指します。

人材育成部門

真鍋　史朗　寄附講座准教授
（大学院医学系研究科）

和田　聖哉　寄附講座助教
（大学院医学系研究科）

チーム長

武田  理宏 教授（大学院医学系研究科）

大阪大学医学部を卒業後、循環器内科医として臨床業務に

従事し、大学院で循環器内科の基礎研究に従事。大学院修

了後、大阪大学医学部附属病院医療情報部にてペーパレス

電子カルテ導入プロジェクトに参画。以降、医療情報学領

域での臨床、研究、教育に幅広く従事し、医療情報学会理

事をはじめ、各種学会活動を通じ後進の指導にあたるとと

もに、厚生労働省による「医療情報システムの安全管理に

関するガイドライン」の改訂作業班員、「リアルワールドデー

タ研究活用基盤整備にかかる検討会」委員として、行政に

おける医療情報関連施策にも携わっている。

Takeda Toshihiro 

人材育成部門

チームの概要 感染症対策のためには、検体を迅速に解析することが必要であるが、その検体と医療情

報を結びつけることも非常に重要です。そこで、次々と起こることが予想される新興感

染症にも対応できる新たな高度医療情報システムを構築できる人材を育成し、国内、国

外を問わず医療情報教育のハブとなることを目指します。また、感染症に関する正しい

医療情報を幅広く提供する教育コンテンツ配信プラットフォームを整備し、感染症に関

する正しい知識を、いつでも、どこでも、どなたでも学ぶことができる場を提供するこ

とを目指します。

スタッフ

情報、育成、革新医療情報人材チーム
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https://www.cider.osaka-u.ac.jp/plus-cider/

【 行動経済学 】
େ஛ɹจ༤

【 自然科学 】

K値とは何か？

「 」プ ラス サ イダ ー

感染症に関する多角的な情報を発信するウェブサイトを2022年4月1日に公開しました。
ワクチン・治療薬等に関する医療情報に加えて、社会経済や社会心理への影響、感染リスク
分析、数理モデルによるシュミレーションなど、幅広い世代にわかりやすく伝えていきます！

છ঱৘ใൃ৴΢ΣϒαΠτΛެ։ʂײ�େൃࡕ

છ঱ͷχϡʔεײͱֶࡁܦಈߦ

【 免疫学 】
ҏ੎ɹব

ੈքͷϫΫνϯͱ໔Ӹͷχϡʔε

【感染症専門医】
ࢤݡಹɹࠌ

છ঱χϡʔεײછ঱ઐ໳ҩͷײ

2022年度 配信コンテンツ

オリジナル記事
コンテンツ

த໺ɹࢤو
【 自然科学 】

感染症数理モデル リンク切れとは？

஑ాɹཅҰ

大規模集合イベントの楽しみを取り戻す
感染リスクとの向き合い方について考える

風しんの抗体検査・ワクチンの広報動画をつくろう！
ワークショップを開催

【 自然科学 】

変異株と感染者数の推移

ࢤʑ໦݈ࠤ
【 リスク学 】

ଜ্ɹಓ෉
【 行動経済学 】
େ஛ɹจ༤
࡞ʑ໦पࠤ

【 社会心理学 】

日本人は感染を「自業自得」と思う！？

ࢠӜɹຑࡾ
【 社会心理学 】

SNSは〈お気持ち〉共有メディア？

ࢠӜɹຑࡾ

マスク外しても大丈夫！？ 海外旅行本格再開へ！感染対策、どうする？

【感染症専門医】

ࢤݡಹɹࠌ ࢤݡಹɹࠌ
【感染症専門医】【感染症専門医】

世界の感染状況は？コロナの収束はくる！？

ࢤݡಹɹࠌ

オリジナル
インタビュー動画

オリジナル動画
コンテンツ

感染症と向き合う研究者にインタビューする
「Infection（感染症）×○○」シリーズ！とし
て動画コンテンツを掲載

Behavioral Economics

【哲学】

【行動経済学】

（日本学術振興会
特別研究員）

࡞ʑ໦पࠤ
ʷ

Ճ౻ɹେو

Infection×

Clinical Psychology
【臨床心理学】

ീ໦ڮਅԝ
ʷ

ଜ্ɹ༃඙

Infection×

Immunology
【行動経済学】

（日本学術振興会
特別研究員）

খ஑ɹ୓໼

Infection×

Doctor

【 病理医 】

ຊࢁɹ༤Ұ

Infection×

PR動画

CiDER、感染症教育コンテンツ配信サイト
「CiDER-EDU」、感染症情報発信サイト「＋
CiDER」を動画で紹介

CiDERでは、毎月１回、最新の情報を
メールマガジンとして配信しています。
イベント情報や、毎月配信しているWEB
コンテンツの最終情報など、こちらから
ご覧いただけます。

毎月
CiDER メールマガジンにて

最新情報を配信！

配信
ご希望の方は

こちら▶

CiDER
PR動画

CiDER-EDU
PR動画

プラスサイダー
PR動画

公式Twitterを2022年4月に開設しま
した。CiDERウェブサイトの情報を公式
Twitterでも配信しています！
IUUQT���UXiUUFS�DPN�DiEFS@QS

CiDER公式
Twitterを公開！

CiDERの動画コンテンツを掲載しまし
た公式YouTubeチャンネルを2022年
4月に開設しました。ウェブサイトに掲載
している動画がこちらにチャンネルで配
信しています！
IUUQT���XXX�ZPVUVCF�DPN�
!DiEFS@QS

CiDER公式
YouTubeチャンネルを

公開！
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下水疫学 
～下水から見える新型コロナウイルス感染症の流行動向～

ଜ্ɹಓ෉
๺ౡɹਖ਼ষ

দԬɹ༔ඒ�

ୈ̍ճ

 コロナ研究で活躍する「遺伝子発現解析法」とは？

大阪大学免疫学フロンティア研究センター 特任准教授
（兼）大阪大学微生物病研究所　
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点

Ԟ⃻ɹେհ

ୈ�ճ

ୈ�ճ

ୈ��ճ 病原性寄生虫「トキソプラズマ」が起こす感染症のサイエンス

大阪大学免疫学フロンティア研究センター 准教授

院内感染症の原因細菌「黄色ブドウ球菌」の最近の話題

ୈ�ճ

コロナ禍における研究情報の発信を振り返る
―「プレスリリース」の目利きになろう―

ୈ�ճ

ਿాɹөཧ�

ୈ�ճ

༑઒ɹɹ޾
খྛɹɹ५�

コロナ関連政策にはどれぐらいの効果があったのか？

大阪大学感染症総合教育研究拠点 
特任准教授（常勤） ๺ଜɹपฏ

ୈ�ճ

ୈ�ճ

ୈ�ճ

ୈ��ճ

ୈ��ճ

データで読み解く新型コロナ感染症のいま

大阪大学感染症総合教育研究拠点 
特任准教授（常勤）

下水中のウイルスを検出することで集団レベルの感染流行状況を把握する「下
水疫学」。下水処理場や東京オリンピック・パラリンピックでの演者らの調査事例
など国内外での最新動向を紹介しながら、社会における活用について考える。

風しんの抗体をもっていると思い込んでいませんか？

大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任教授（常勤）

大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任准教授（常勤）

େ஛ɹจ༤
࡞ʑ໦पࠤ

厚生労働省が対象者に配布している風しんの抗体検査とワクチン接
種を受けられる無料クーポン。どのように呼びかけると、検査を受け
てもらえる？行動経済学的な研究の結果を紹介する。

ࢤʑ໦݈ࠤ

これまでの感染症のデータ分析によって明らかとなった流行メカニズ
ムについて紹介し、第７波や第８波の特徴も踏まえ、新型コロナ感染
症の今後について考える。

COVID-19感染流行で見えてきた日本の感染対策の効果
ウイルスが変異により、いくつかの流行の波を数えたCOVID-19。こ
れまでの対策の中で効果があったもの、なかったものは何？何も対策
しなかった場合の可能性を踏まえ、これまでの施策の評価を行う。

WithコロナとこれからのWithメンタルヘルス
感染症パンデミック等、生死を揺るがすような出来事の後には、精神
症状の残存やその慢性化が話題に上る。そこで、精神医療に携わる
4人の専門家が、これからのメンタルヘルスを考える。

世界のコロナ禍を通して見えた日本の学校保健
世界のコロナ禍を通して見えた日本の学校保健の特徴等について解説するとと
もに、いかにしてポストコロナの強い社会を作ることができるかについて考える。

病原体を排除するからだのしくみ
病原体を排除するからだのしくみである「免疫応答」。近年、１つ１つの細胞レベルで解
析して理解することが可能となってきた。病原体に対するＴ細胞応答の実態を、新型コロ
ナウイルス感染患者の解析結果とともに紹介し、今後の応用の可能性について考える。

院内感染症の原因菌として有名な「黄色ブドウ球菌」の進化の解析
手法の現状と、抗生剤耐性獲得メカニズムを紹介するとともに、抗生
物質が必要な病態について解説する。

コロナ禍を経験し、日常でも耳なじみになった「PCR法」。実際の研究や医療現場で
はPCR法を応用した「遺伝子発現解析法」という解析法が日常的に用いられてい
る。測定技術の革新と本学の「遺伝子発現解析法」への取り組みについて解説する。

コロナ禍で行われたさまざまな政策にどれ程の効果があったのか。
データから因果関係を統計的に推定していく「因果推論」の手法を
使って、コロナ関連政策の影響を分析した内容を解説。

寄生虫の一種であり、免疫不全者等や初感染の妊婦に重篤な症状を
引き起こす病原体である一方で、健康な人には日和見感染しかせず、
世界人口の約3分の1に感染している「トキソプラズマ」。トキソプラズ
マと宿主である人間の体内で起こす感染症の科学を解説する。

コロナ禍においてプレスリリースがどのくらい、どのように世の中に出ていた
かに注目しながら、情報を客観的に読み解くための基本的な手順を解説する。

大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任教授（常勤）

北海道大学大学院工学研究院 准教授
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点 連携研究員

大阪大学大学院 人間科学研究科 教授
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点

大阪大学感染症総合教育研究拠点 教授 Ҫग़ɹ࿨ر

⃻ɹɹথࢁ

大阪大学核物理研究センター 教授
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点 த໺ɹࢤو

大阪大学微生物病研究所 教授
（兼）大阪大学免疫学フロンティア研究センター
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点

大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任准助教（常勤）

大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任研究員
東北大学病院精神科 助教
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点連携研究員
（株）EMANON代表取締役 / VOICYパーソナリティ

ീ໦ڮਅԝ
େୌɹྋࢠ
ɹಞؒٱࠤ
,BHTIVO

大阪大学微生物病研究所 教授
（兼）大阪大学免疫学フロンティア研究センター
大阪大学 栄誉教授

ຊɹխ༟ࢁ

大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任准教授（常勤） Ҫग़ɹ࿨ر
大阪大学データビリティフロンティア機構 教授
（兼）大阪大学社会技術共創研究センター（ELSIセンター） 
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点

ຊɹॆੜ؛

信州大学教育学部 准教授
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点 連携研究員 
琉球大学大学院保健学研究科 教授
（兼）大阪大学感染症総合教育研究拠点 連携研究員

大阪大学感染症総合教育研究拠点 特任准教授（常勤） ࢤʑ໦݈ࠤ

SpringX 超学校 CiDER × ナレッジキャピタル

正しく学ぶ！感染症から「いのち」と「くらし」を守る講座 season2

新型コロナウイルスをはじめとする感染症の脅威から人々の「いのち」と「くらし」を

守るために、科学的根拠に基づいた感染症対策やリスク、ワクチンの開発状況に加えて、

感染禍が人々の行動に与えた影響の分析などの幅広い話題について、大阪大学の研究者

が、中学生から大人までを対象にわかりやすく解説するプログラムです。
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beyond Wnt-mediated biology, Semin Cell Dev Biol, 125, 
55, 2022

9
Nagley P, Svasti J, Kikuchi A., Reflections on the 50-
year history of the Federation of Asian and Oceanian
Biochemists and Molecular Biologists (FAOBMB), IUBMB
Life, 74, 12, 1126, 2022

10
Kikuchi A, Chang Z, Gleeson PA., A special issue of
IUBMB Life celebrating the 50th anniversary of FAOBMB, 
IUBMB Life, 74, 12, 1124, 2022

11 Kikuchi A, Takagi J, Takada S, Ishitani T, Minami Y, Wnt
2022, Genss to Cells, doi: 10.1111/gtc.13014, 2023

3
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中野　貴志 文部科学省研究振興局 科学技術・学術審議会・学術分科会 研究費部会 臨時委員

中野　貴志 文部科学省研究振興局 科学技術・学術審議会・学術分科会 研究環境基盤部会 臨時委員
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に関する作業部会 専門委員

中野　貴志 文部科学省研究振興局 国際リニアコライダー（ ILC）に関する有識者会議委員
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楠見　孝、西川　一二、三浦　麻子 日本心理学会2022年度学術大会特別優秀発表賞

村上　道夫 公益社団法人日本プロサッカーリーグ 功労賞

村上　道夫 一般社団法人日本野球機構「NPB 特別功労賞」

井出　和希 8th Fine Art Photography Awards （Conceptual）, Professional Nominee

井出　和希 70 Verified Peer Review（Last 12 Months, Top 1% in the World；Web of Science）

森　　大輝 日本免疫学会 2022 年若手免疫学研究支援事業受賞者

位髙　啓史 第44回日本バイオマテリアル学会大会　ハイライト発表

佐田　竜一 E- コンサル AWARD 2021 総合内科部門、特別賞「最多オピニオン賞」

佐田　竜一 E- コンサル AWARD 2022 年間総合最多コンサル部門、総合内科部門、感染症内科部門、腎臓内科部門
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代表者 課題名 出資機関 金額

森　　大輝 濾胞性ヘルパーT細胞の記憶細胞分化の分子基盤の解明 上原記念生命科学財団 ¥2,000,000

松浦　善治 世界モデルとなる自律成長型人材・技術を育む総合健
康産業都市拠点

科学技術振興機構 研究成果展開事業 共創の場形
成支援（共創の場形成支援プログラム） ¥0

松浦　善治（分担） 光コムの医光融合研究に立脚した新興・再興ウイルス
の超高感度・迅速検出 日本学術振興会（科研費 基盤研究 A） ¥3,445,000

松浦　善治 ウイルス多様性と病原性における細胞外小胞の役割の
解明とその応用 日本学術振興会（外国人特別研究員 調査研究費） ¥840,000

小野　慎子 肝発がん等を考慮した C 型肝炎治療後の病態及び経
過に関する研究

日本医療研究開発機構（肝炎等克服緊急対策研究
事業） ¥2,600,000

小野　慎子（分担） C 型肝炎ウイルス排除後の病態と予後を規定する因子
に関する研究

日本医療研究開発機構（肝炎等克服緊急対策研究
事業） ¥1,300,000

小野　慎子（分担）
革新的な組換え SARS-CoV-2を用いた新規感染手法

（P2感染モデル、In vivo Imaging、汎用的マウスモ
デル）の確立と応用研究

日本医療研究開発機構（新興・再興感染症に対す
る革新的医薬品等開発推進研究事業） ¥4,550,000

小野　慎子 SARS-CoV-2増殖におけるマイクロ RNA の機能解析 日本学術振興会（科研費 基盤研究 C） ¥1,300,000

小野　慎子（分担） 高速リバースジェネティクス系を駆使した新興再興ウ
イルス研究の推進 日本学術振興会（科研費 基盤研究 B） ¥390,000

田鍬　修平 ウイルスプロテオスタシスから観る宿主蛋白質品質管
理機構とその応用 日本学術振興会（科研費 基盤研究 B） ¥6,110,000

田鍬　修平 類縁ウイルスによる多様な宿主因子依存性を診るシス
テムの開発 日本学術振興会（科研費 研究スタート支援） ¥650,000

田鍬　修平（分担） ゲノムワイドスクリーニングによる SFTSV の増殖制
御宿主因子の同定

日本医療研究開発機構（新興・再興感染症に対す
る革新的医薬品等開発推進研究事業） ¥23,400,000

代表者 課題名 出資機関 金額

菊池　　章 抗 CKAP4抗体を用いた新規がん治療法開発 日本医療研究開発機構（橋渡し研究プログラム） ¥65,000,000

菊池　　章 GREB1 による悪性腫瘍発症機構の解明にもとづく
新規抗がん剤の研究開発

日本医療研究開発機構（次世代がん医療加速化研
究事業） ¥32,900,000

菊池　　章 Wnt シグナル応答性の新規組織幹・前駆細胞の同定
と機能解析 日本学術振興会（科研費 基盤研究 A） ¥8,190,000

菊池　　章 炎症を背景とした腫瘍形成における線維芽細胞リモデ
リングの解析 日本学術振興会（科研費 挑戦的研究（萌芽）） ¥2,600,000

菊池　　章 Mechanistic Studies of CKAP4 and DKN-01 in
Cancer Leap Therapeutics  ¥5,713,539

菊池　　章 癌領域における新規創薬標的分子に関する研究 中外製薬 ¥650,000

細川　吉弥 2022年度 成人病の病因・病態の解明に関する研究
助成（TMFC） 日本応用酵素協会  ¥400,000

［ 企画室等 ］

代表者 課題名 出資機関 金額

大竹　文雄 行動経済学の政策応用ー医療、防災、防犯、労働、教
育ー 日本学術振興会（科研費 基盤研究 S） ¥38,610,000

大竹　文雄（分担） 風しん第５期定期接種の対策期間延長における風し
ん予防接種促進に関する研究 厚生労働省（科研費） ¥55,588,000

大竹　文雄（分担）
骨髄バンクドナーの提供体制強化と若年ドナーの確
保・リテンションへ向けた適切な介入方法の確立の
ための研究

厚生労働省（科研費） ¥650,000

大竹　文雄（分担） 信頼・応報性・利他性の通時および個人間変動に関す
る国際比較可能な個人追跡実験研究 日本学術振興会（科研費 挑戦的研究開拓） ¥650,000

大竹　文雄（分担） 女性の競争参加に関するオキシトシン投与実験 日本学術振興会（科研費 挑戦的研究萌芽） ¥1,105,000

三浦　麻子 社会的態度の個人差を説明する価値観としての「常民
性」概念の探究 日本学術振興会（科研費 基盤研究 B） ¥3,120,000

村上　靖彦 〈社会的排除〉と〈言葉の喪失〉はどのように連結し
ているのか？ 日本学術振興会（科研費 基盤研究 C） ¥910,000

平井　　啓 メンタルヘルスケア受診行動の適正化のための心理教
育プログラムの開発と有効性の検証 日本学術振興会（科研費 基盤研究 B) ¥4,290,000

平井　　啓 放射線に対する恐怖・不安により生じる行動のメカニ
ズムと心理学・行動経済学的制御に関する研究

環境省（令和３年度放射線健康管理・健康不安対
策事業） ¥6,913,185

杉田　映理 現代日本の文脈に即した月経に関する教育の在り方の
検討 日本学術振興会（科研費 基盤研究 B) ¥4,160,000

James Wing Multi-omics dissection of T-cells in autoimmunity
and the tonsillar environment （Wing James） 大阪大学免疫学フロンティア研究センター ¥7,000,000

James Wing 新型コロナウイルス感染症の日本人患者における単細
胞プロテオーム解析 （Wing James） 武田財団 ¥3,000,000

James Wing Dynamic analysis of human Tregs by newly-
developed single cell platform （Wing James） 中外製薬 ¥2,000,000

James Wing
（分担）

ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点
群 大阪府シナジーキャンパス（ 大阪大学ワクチン開
発拠点）

日本医療研究開発機構（ワクチン開発のための世
界トップレベル研究開発拠点の形成事業） ¥9,000,000

James Wing Machine learning optimized FACS of complex
human cellular populations 大阪大学免疫学フロンティア研究センター ¥1,500,000

伊勢　　渉（分担）
ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点
群 大阪府シナジーキャンパス（ 大阪大学ワクチン開
発拠点）

日本医療研究開発機構（ワクチン開発のための世
界トップレベル研究開発拠点の形成事業） ¥5,000,000

位髙　啓史（分担）
ワクチン開発のための世界トップレベル研究開発拠点
群 大阪府シナジーキャンパス（ 大阪大学ワクチン開
発拠点）

日本医療研究開発機（ワクチン開発のための世界
トップレベル研究開発拠点の形成事業） ¥19,500,000

和田　聖哉 診断支援の判断根拠に応用可能な医学知識データ
ベース自動構築システムの開発 日本学術振興会（科研費 基盤研究 C） ¥2,363,492

外部資金（他部局管理）
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92%

3%

1%　

■その他大学運営
　物件費収入等

［ 2022年度 ］

収 入
960,683
（単位：千円）

■日本財団助成金

23%
■設備備品、消耗品費

41,400

42,765　　

177,960

■奨学寄附金等

　（日本財団助成金除く）

■受託研究
［ 2022年度 ］

受入額
263,775
（単位：千円）■科学研究費助成事業

650
■共同研究

1,000
■機関交付補助金

■旅費

［ 2022年度 ］

支 出
960,683
（単位：千円）

5%　

■運営費交付金
　（機能強化等）

45%
■人件費

31%　
■その他役務費等

92%

3%

1%　

■その他大学運営
　物件費収入等

［ 2022年度 ］

収 入
960,683
（単位：千円）

■日本財団助成金

23%
■設備備品、消耗品費

41,400

42,765　　

177,960

■奨学寄附金等

　（日本財団助成金除く）

■受託研究
［ 2022年度 ］

受入額
263,775
（単位：千円）■科学研究費助成事業

650
■共同研究

1,000
■機関交付補助金

■旅費

［ 2022年度 ］

支 出
960,683
（単位：千円）

5%　

■運営費交付金
　（機能強化等）

45%
■人件費

31%　
■その他役務費等

収入・支出（CiDER管理）

外部資金受入額（CiDER管理）

60




